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第５学年 国語科学習指導案
授業者 加藤一樹

１ 目指す言語能力 文章の構成から要旨をとらえる力

２ 教材名 「サクラソウとトラマルハナバチ」 鷲谷いづみ(光村図書５年上「銀河」）

３ 児童の実態

男子１４名 女子９名 計２３名のクラスである。

説明文の学習は，昨年度「『かむ』ことの力」と「アップとルーズで伝える」を経験している。

「『かむ』ことの力」は「初め」→「中１」→「中２」→「終わり」という構成をもっており，段

落相互の関係について学習した。また「アップとルーズで伝える」では，対比的な段落関係をつか

み，それを含んだ文章全体の構成をとらえることまでを学習してきている。要旨についての学習は

本単元が初めてである。

話し合い活動に関しては，昨年度３学期に「話し合って決めよう」で学習を深めた。進行役の役

割や，参加者の協力的な態度などを知ることができた。話し合いの模範例としてＣＤを聞いたこと

も理解を深める一助になった。この単元を経て，複数出された意見の似ている点を見つけ数を絞っ

ていくことで，多数決ばかりに頼らなくとも結論が出せることを学ぶことできた。５年生になって

からは，合意点を見つけようとする協力的な態度が課題であるようである。反対意見を出すときば

かり感情的に盛り上がったり，発言が乏しく議論が深まらない場面などが見られる。

また日常的な取り組みとしては，国語の授業の始まりに詩の音読をしているが，詩のリズム感や

叙情を味わうと共に，しっかりとした発音・発声で発表できる力につなげたいと考えている。また

朝の会では，「わくわくニュース発表」と題したスピーチを行っている。用紙に新聞の切り抜きを

貼り，見出し，事実，感想に分けてメモを作成する。当番の児童はそのメモをもとにスピーチをす

るというものである。この取り組みにより新聞から大事なことを読み取る力や，筋道の通った話の

させ方を学ばせたいと考えている。

単元に先立って、説明文「カブトガニを守る」を用いて事前調査を行った。問いかけの文を見つ

ける問題、答えの文を見つける問題を設定した。共に約 3/4 の児童が正答した。問い－答えの文章
構成が 1/4 の児童には理解できていないことがわかった。本単元を通じて、復習させていく必要が
ある。また要旨をとらえる問題は、約 1/4 の児童しか正答できなかった。筆者の主張は「カブトガ
ニを守ることは、自然を守り、わたしたちのくらしを守ることにつながる」であったが、「カブト

ガニを守ってほしい」「自然を守ろう」などのように、自分の言葉で漠然とまとめる児童が多く見

られた。要旨をとらえることは本単元の目標でもあるので、本単元を通じて正確にとらえることが

できるように指導を行っていく。

４ 指導の内容と教材のかかわり(手だて）

（１）本指導計画において意識させたい「５つの言語意識」

○相手意識 ・４～６年生のみんなに

○目的意識 ・守りたい絶滅の危機にある生物について調べて，自分の考えを発表する

○場の意識 ・グループでの話し合いや学級での話し合いを通して

○方法意識 ・教科書教材で要旨のとらえ方を学習した後，自分の意見をまとめる。

○評価意識 ・説明的文章を読んでくれた人との感想の交流。自己評価。
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（２）教材観・指導観及び学びの意欲を高めるための手だて

教材文「サクラソウとトラマルハナバチ」は，サクラソウの絶滅の危機という事象の裏に隠

れているなぞを，明快に解き明かしている文章である。生き物を保護するためには，つながり

合って生きている生き物たちの全体を守らなければならないという主張は，児童に新しいもの

の見方を提供する価値のあるものであろう。内容は「問題提起」→「問題の解明」→「まとめ」

という構成になっている。「問題の解明」は２つに分かれ，「問題の解明１」に基づいて「問題

の解明２」が展開されている。また「問題の解明１」と「問題の解明２」には，それぞれ小さ

な問いと小さなまとめが明示されている。そういった文章構成・筆者の工夫にも着目させ，読

む力を付けることを通して，論理的な思考力を育てるのに適した文章であるといえる。

指導に当たっては単元冒頭に「守りたい絶滅の危機にある生物について調べて，自分の考え

を発表する」という課題設定を行う。そのねらいは，学びの必然性と意欲の向上にある。課題

を設定することによって，児童は教材文を絶滅の危機にある生物に関する資料として読むだけ

でなく，説明の論理のお手本として読むことになる。また要点を押さえ要旨をまとめる学習は，

説明の論理を学ぶための手段として必然性を持つことになるであろう。児童に，自分も書き手

であることを意識させることで，意欲的に説明の論理へと目を向けさせたいと考えている。

（３）本校の研究に関わって

〈国語科仮説〉

論理的思考力を高めるような言語活動を工夫するとともに，学び合いの場を取り入れること

によって，確かな学力が身に付くだろう。

本単元では「守りたい絶滅の危機にある生物について調べて，自分の考えを発表する」とい

う全体計画の下で，「自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用

する」という言語活動に取り組む。自分の考えを発表するためには，まず多くの資料を利用し

て正確な知識を得る必要性が生まれてくる。また得られた知識を基に自分の考えをまとめ，尚

かつそれをわかりやすく表現しなければならない。そのため教材文「サクラソウとトラマルハ

ナバチ」では，形式段落の中心文を見つけ要点をとらえる方法や，要旨をまとめる方法を学習

する。また，段落構成や文末表現などに着目しながら説得の論理について学習を深めたい。ま

た，段落毎の読みの中では，必ず少人数での話し合いの場を設定し，その繰り返しによって，

伝え合い方（話し方・聞き方・話し合い方）の基本を学ばせたい。

単元後半では、筆者の主張に対する自分の意見をまとめさせる。根拠を示しながら自分の意

見をまとめることで、文章構成について考えさせたいと考えている。

５ 指導の目標

◎文章の構成から要旨をとらえる読み方を知るとともに，守りたい絶滅の危機にある動物につ

いて調べて自分の考えを持つ。

６ 改善プラン・指導計画と評価計画

（１）改善プラン

視点１ 正答数分布による分析

プラン１ 基礎的・基本的な知識技能を確実に習得できるような授業改善を図る。
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・書く活動を取り入れた授業展開の工夫をしていく。

・伝え合う場を多く設定するような授業を行っていく。併せて伝え合い方(話し方・聞き方・

話し合い方）の基本を提示し，確立させていく。

・読書活動を充実させる。

視点4 具体的な問題の正誤状況による分析

プラン１「読むこと」において，論理的な思考力を育てるための指導法を工夫する。

・はじめ・中・おわりといった文章の展開の仕方，考え方の中心となる文の置き方，意見

と事実の書き分け方，順序に沿った述べ方など，構成の工夫を見いだしていくようにす

る。

・文の構成や役割をとらえて，文と文のつながりから段落や文章全体の構成を理解できるよう

にする。

・同一作者・同一テーマの複数の作品を読むようにさせる。

・目的に応じて段落や場面ごとに中心になる文を見つけるといった活動を取り入れ，書かれ

ている内容をメモにまとめさせる。

・明確な目的や課題に基づき，様々な種類の資料を取り上げながら，必要な情報を探し，

取捨選択して活用するよう指導していく。

（２）指導計画と評価計画

指導事項 イ 目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。

ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感

想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりす

ること。

この授業で身に付 ■効果的な読み方についての知識・技能

けさせたい基礎的 ・多様な読みの中から目的に応じて効果的な読み方を選択し，活用すること。

な知識・技能 ■文章の要旨を把握することについての知識・理解

・話題，理由や根拠となっている内容，構成の仕方や巧みな叙述などに注意し，

文章の重要な点を的確におさえること。

・問題提起，具体的事例，主張，根拠など，文章における意味段落の役割に気

付くこと。

■読んで疑問や自分の考えを持つことについての知識・技能

・筆者の考えを読みとり，それに対して賛成・反対の立場から自分の考えをま

とめること。

・友だちと自分の考えの共通点や相違点に気付くこと。

●語句の意味や漢字の読み書きの知識

言語活動 ・自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用す

ること。

■読むこと ●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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全１１時間(読むこと）(読むこと５３時間中の１１時間)

次 時 指導目標及び言語活動 基礎的な知識・技能 Ａの姿 Ｃの手だて 評価方法 主な改善プラン

一 １ 「守りたい絶滅の危機に ■効果的な読み方についての知識・技能 絶滅した生物や， 恐竜など絶滅し 発 言

ある生物について調べ ・比べ読み，速読，摘読，多読な 絶滅しそうな生物 た動物について 観 察

て，自分たちにできるこ どの読み方がわかること。 について，知って 知っていること ワークシート

とを考え発表する」とい いることを積極的 を想起させる。

う学習の見通しを持たせ ●語句の意味や漢字の読み書きの に発表し学習への

る。 知識 意欲を高めてい

る。

二 ２ 段落①を読み，要点をま ■文章の要旨を把握することにつ 話題提示文を的確 文末表現に着目 発 言 視点４プラン１

とめさせる。 いての知識・理解 にとらえている。 させる。 観 察

・文末表現に着目し，話題提示文 ワークシート

をとらえること。

３ 段落②～⑥を読み，細分 ■文章の要旨を把握することにつ サクラソウの受粉 まず段落毎の文 発 言 視点４プラン１

化された一つ目の問題に いての知識・理解 にトラマルハナバ の数を数え，中 観 察

ついて読み取り要点をま ・「受粉の仕組み」という一つ目 チが大きな役割を 心文を決めるこ ワークシート

とめさせる。 の問題について読み取り，形式 果たし，お互いに とを指導する。

段落の中心文を決めること。 理想的な協力者で

あることを正確に

とらえている。

４ 段落⑦～⑨を読み，二つ ■文章の要旨を把握することにつ トラマルハナバチ まず段落毎の文 発 言 視点４プラン１

目の問題について読み取 いての知識・理解 の一年間の生活を の数を数え，中 観 察

り，要点をまとめさせる。・「トラマルハナバチがいなくな 読み取ることを通 心文を決めるこ ワークシート

った理由」という二つ目の問題 して，トラマルハ とを想起させ

について読み取り，形式段落の ナバチがいなくな る。

中心文を決めること。 った秘密を正確に

とらえている。

５ 段落⑩を読み，筆者の考 ■文章の要旨を把握することにつ 要旨を的確にまと 文末表現に着目 発 言 視点４プラン１

６ えを読み取らせる。教材 いての知識・理解 めている。 させ，筆者の主 観 察

文全体の要旨をとらえさ ・要旨をまとめること。 張をとらえさせ ワークシート

せる。 る。

７ 筆者の説明の仕方につい ■文章の要旨を把握することにつ 段落構成や文末表 段落①の役割に 発 言 視点１プラン１

て話し合わせ、その工夫 いての知識・理解 現など多くの工夫 ついて考えるよ 観 察 視点４プラン１

の効果を考えさせる。 ・構成の仕方に着目し，段落の役 について考えを書 う助言する。 ワークシート

割などを考えること。 きまとめている。

三 ８ 守りたい絶滅の危機にあ ■効果的な読み方についての知識・技能 自分の課題にあっ 目次や索引など 発 言 視点４プラン１

る生物について資料を選 ・多様な読みの中から目的に応じ た本を読み，読み を見て，目的に 観 察

んで，要因を読み取らせ て効果的な読み方を選択し，活 取った内容を正確 あった資料を紹 ワークシート

る。 用すること。 に書きまとめてい 介する。

る。
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９ 筆者の主張に対する自分 ■文章の要旨を把握することにつ 適切な事例を用い 筆者の主張をふ 発 言 視点４プラン１

の意見を考えながら、守 いての知識・理解 て、自分の意見を り返らせる。 観 察

りたい絶滅の危機にある ・話題，理由や根拠となっている まとめている。 ワークシート

生物について資料から読 内容，構成の仕方や巧みな叙述

み取らせる。 などに注意し，文章の重要な点

を的確におえること。

10 話し合いを通し、よりよ ■文章の要旨を把握することにつ 友達の意見文を読 「サクラソウと 発 言 視点４プラン１

い意見文の構成方法を考 いての知識・理解 み、よりよい構成 トラマルハナバ 観 察

本 えて助言させる。（友達 ・話題，理由や根拠となっている の意見文にするた チ」で学んだ筆 ワークシート

の助言をふまえ、自分の 内容，構成の仕方や巧みな叙述 め、改善した例を 者の意見とそれ

時 意見をまとめ直させる。） などに注意し，文章の重要な点 あげながら助言し を支える事例の

を的確におえること。 ている。 つながり方をワ

ークシートでふ

り返らせる。

11 友達の意見文を読み、理 ■文章の要旨を把握することにつ 友だちの意見を参 前時のアドバイ 発 言 視点４プラン１

由や根拠と意見との関係 いての知識・理解 考にして，よりわ スを想起させ 観 察

が適切か読み取る。 ・話題，理由や根拠となっている かりやすい主張を る。 ワークシート

内容，構成の仕方や巧みな叙述 まとめている。

などに注意し，文章の重要な点

を的確におえること。

７ 本時の展開

（１） 日 時 平成２１年６月２６日（金） ５校時（１３：３０～１４：１５）

（２） 場 所 ５年２組教室

（３） 目 標 友達の意見文を読み、よりよい構成の意見文にするため助言することができる。

（４）指導の工夫

改善プラン

視点４ 具体的な問題の正誤状況による分析

プラン１「読むこと」において，論理的な思考力を育てるための指導法を工夫する。

・文の構成や役割をとらえて，文と文のつながりから段落や文章全体の構成を理解でき

るようにする。

（５）展開

過程 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法，改善プラン

つ １．学習の内容を確認する。 ・筆者の主張を確認する。

か ・前時にまとめた自分の意見文をグ

む ループで読み合い，よりよいもの

にすることを伝える。

５ 友達の意見文を読み、

分 よりよい構成の意見文にするために助言をしよう。
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考 ２．全員で話し合う。 ○教師が用意した意見文について、

え 良い所や改善点を話し合わせる。

る ○話し合いの観点を確認する。

＜観点＞

・２枚の動物カード（動物の名前

と減少の要因が記されている）に

書かれた要因の共通点がまとめら

れているか。 視点４プラン１

・キーワード「つながり」が用いら 文の構成や役割をと

れているか。 らえて，文と文のつ

15 ・自分たちにできることが具体的に ながりから段落や文

分 書かれているか。 章全体の構成を理解

できるようにする。

学 ３．グループで話し合う。 ○話し合いで出された意見をメモさ （ワークシート）

び せる。

合 ○事例を選び直す場合には、前時に

う 作成した動物カードを振り返らせ

る。

○必要があればグループで出された

課題を全体で取り上げる。

20 ○話し合いが終わったグループは書

分 き直し作業に進ませる。

ま ４．次時の見通しを持つ。 ・次時は発表することを伝える。

と

め

る

５

分

（６）評価

評価規準（Ｂ） Ａの姿 Ｃへの手だて

友達の意見文を読み、よりよい 友達の意見文を読み、よりよい 「サクラソウとトラマルハナバ

構成の意見文にするために助言 構成の意見文にするため、改善 チ」で学んだ筆者の意見とそれ

している。 した例をあげながら助言してい を支える事例のつながり方をワ

る。 ークシートでふり返らせる。


